


� 





17 

（３）－１ 大塚中学校区 

 

 

 

■現状■ 

 

■将来ニーズ予想■ 

 
※各中学校区で公立保育園のサービスの統一を行っても、他中学校区の民間園へ通う児童が一定数

いると考え、現状値をもとに当該児童数を除いています。 

■今後のあり方■ 

・ 大塚保育園、大塚西保育園ともに老朽化が進んでおり、建て替えの必要があります。 

・ ２０４０年時点の中学校区内保育園等入所数予想は１１０人であり、基準とする規模内となります。 

・ 大塚地区では低年齢児の受け入れが不足しており、他地区の園に通わざるを得ない状況でしたが、

統合の際に自園調理室を設置し低年齢児保育を開始することで、地域の園に通わせたいというニ

ーズに応えられるようになります。 

・ 大塚保育園、大塚西保育園ともに敷地全てが借地ですが、統合により毎年の土地賃借料の負担

を軽減することができます。 

・ 保育園の集約を行うことで、建て替えと運営の両方の財政負担の軽減がされ、効率的なクラス編

成を行うことができ、大塚中学校区内で不足している低年齢児保育の充実にもつなげることができ

ます。以上のことから、大塚保育園及び大塚西保育園の建て替えのタイミングで２園を統合します。  

0 1 2 3 4 5 計

大塚保育園 S45.12 木造1Ｆ 11 20 18 25 74 7：30-18：00

大塚西保育園 S48.3 木造1Ｆ 4 6 5 15 8：30-16：30

0 0 11 24 24 30 89

受け入れ歳児(人) 利用可能時間
（延長保育含む）

2020年3月時点中学校区内保育園等入所数

施設名
建築
年月

構造

   　2040年時点中学校区内居住児童の入所ニーズ予想①

0-5歳児計

2040年時点中学校区内保育園等入所数予想（①＋②）※ 110

120

  　 2040年時点他中学校区の民間園への入所予想② ▲10


